
平成３０年度 学校評価（自己評価） 平成３１年２月 本荘高等学校定時制課程

１ ２ ３ ４

項 学習指導について 生徒指導について 進路指導について 生徒支援・生徒理解について

目 （教務部・研修部） （生徒指導部・保健部） （進路指導部） （教育相談部・支援委員会）

① 生徒の実態を踏まえつつ、質的に充実し ① 生徒会と連携しながら「定時の絆（い ① 進路目標を具体化させ、実現に向けて個 ① 構成的グループエンカウンター（ＳＧ
小 た三修制のカリキュラムを構築する。 じめ防止のための心構え）」を策定し、生徒 々の生徒に合わせた支援を行う。 Ｅ）、ＳＳＴの活用
項 ② 各分掌と連携し、機能的、合理的なシス 自身の「いじめ」をなくす意識を高めてい ② キャリア教育年間計画を策定し、計画的 ② 教育相談週間の事前記入資料の検討
目 テムを構築する。 く。また、現状に即した「定時の心得」の に進路指導を行う。 ③ ＳＥＮチェックリスト、Ｑ－Ｕ等の導入
③ 生徒の理解度や授業の状況を分析し、効 見直しを図る。 ③ 保護者やジョブサポーターと情報を共有 を検討
果的な授業経営ができるよう対応する。 ② 生徒会と連携しながら通学時の事故防 し、協力して進路指導を行う。 ④ 生徒理解に関する職員研修会を実施
④ 授業参観、授業研究会・研究授業、校内 止や変質者被害の防止、災害時の対応を含 ④ 職場定着支援員やハローワークと連携を ⑤ 支援学校のワックス作業への参加、学校
研修会等を実施する。 めたハザードマップや事故時の対応カード 図り、進路に関する情報を整理して提供し、 祭への参加を継続

の作成をする。 指導する。 ⑥ 事例検討等の研修の実施→チーム支援の
③ 基本的な生活習慣の確立を促す 蓄積

①、②３卒生、４卒生、編入生などそれぞれ ① スマートフォンの取り扱いに関わるル ① 全員が就職を希望し、卒業までには全員 ① ＳＧＥ・ＳＳＴを数回行ったが、計画的
実 のニーズに応じた教育課程を編成した。本校 ールを軽視したり、ＳＮＳの利用に関わっ が内定を得ることができた。 ・継続的な実施には至らなかった。
施 生徒の実態に寄り添った教務内規の改定を行 た大きなトラブルにつながるようないざこ ② 全学年で進路・キャリアに関連した指導 ② 支援委員会と生徒理解の研修等を実施
状 うことができた。出欠管理をきめ細かく行い、 ざはないわけではない。また、複雑な家庭 を行い、将来への意識を高めた。 し、事例検討などを通して生徒理解を図った。
況 ＨＲ担任と連携し、生徒の出席を促すことに 事情などの影響を受けて粗暴な振る舞いを ③ 家庭・ハローワークと連携しながら進路 また、職員会議で特別支援教育に関する研修
・ 活用した。 したり暴言を吐くような様子もみられた。 指導を行った。 会の報告を行い、全職員で共有した。
達 ③年度途中に標準、基礎クラスの見直しを行 多様な特徴を有する生徒たちを支援すると ④ 様々な情報を整理しながら提供したが、 ③ ＳＥＮチェックリストを活用し、個別の
成 い、より理解度に応じた授業実践を促した。 いう基本的な考え方をもとに注意深く観察 年々、各部署からの情報提供や進路関係の催 指導計画を３名分作成し、教育専門監の指導
状 ④ 4月と11月に授業参観週間を設定し、延 しながら指導したい。 しが増加しており、取捨選択の必要がある。 を受けて修正し、生徒の実態に合った目標と
況 べ17名の先生方が互いに参観し合い、授業改 ② 内規やハザードマップ、事故対応カー なった。
善を図った。また、11月に生徒理解の観点か ドの作成については、全日制課程や他校の ④ Ｑ－Ｕの導入の検討に至らず、来年度へ
らについて校内研修会を行った。さらに授業 情報を収集している。早急に着手したい。 の引継ぎ事項とする。
改善につながる話題提供として研修便りを発 ③ ライフスタイル調査をもとに、生活習 ⑤ ゆり支援学校とのワックスがけ、学校祭
行した。 慣に関する個別の保健指導を実施した。 での交流を継続できた。参加した生徒たちは

コミュニケーション等の経験の場となった。
交流を自己理解、他者理解の機会にするため、
事前・事後指導を充実させたい。
⑥ 事例検討会は教育専門監や障害者生活・
就業支援相談員にも参加していただき、生徒
のよりよい支援だけでなく職員の学びにもつ
ながっている。

評 Ｂ Ｂ Ｂ Ａ
価

① 新しい三修制の定着を図る。 ① 「定時の心得」の充実と自己管理・自 ① 卒業生の進路希望の実現 保護者との関係づくりのため、保護者面談週
次 ② 日々の出欠管理から年度末の単位認定 己責任の意識の醸成を図る。 ② ３～４年間を通した計画的なキャリア教 間を設定する。
年 まで成績処理をより効率的に行う。 ② いじめ、ネットトラブル、不適切交遊 育の推進 ・時期は１回目を夏季休業前、２回目を後期
度 ③ スムーズな授業経営ができるように教 等問題行動の未然防止と交通事故や不審者 ③ 家庭や関係機関と連携した効果的な進路 教育相談週間後
へ 務の立場からサポートする。 被害などの未然防止に向けた安全指導の充 指導 ・基本的に全員の保護者と面談する
の ④ 次年度も、校内研修や授業改善に向け 実を図る。 ④ 進路情報の整理と進路関係行事の精選 ・担任の先生に限らず、副担任、部活動顧問、
提 た取組を継続する。 ③ 継続的な保健指導の実施（個別・集団） 養護教諭等も面談
言 し、基本的生活習慣の確立を促す。

《 職員自己評価 》 Ａ：達成 Ｂ：ほぼ達成 Ｃ：やや不十分 Ｄ：不十分



平成３０年度 学校関係者評価 本荘高等学校定時制課程

１ ２ ３ ４

項 学習指導について 生徒指導について 進路指導について 生徒支援・生徒理解について

目 （教務部・研修部） （生徒指導部・保健部） （進路指導部） （教育相談部・支援委員会）

・自己評価は控えめですがどこが足りないの ・自己評価は妥当です。 ・自己評価は妥当です。本項目は、KPIの策 ・自己評価は妥当です。

学 か不明です。自信を持って「Ａ」と自己評価 定が比較的容易と思われます。そのような指

校 してもよいと感じました。 ・生徒には様々な不安を抱えている方もい 標によるCheck、Actionの設定が好ましいと ・生徒間の心を開かせるためにも思っている

関 るかもしれません。夜だけの学校ですので 考えます。 ことを討論することは必要です。外部での授

係 ・全日制とは異なり、各生徒にあった学習指 先生方とのコミュニケーションは難しいと 業や外部講師を招いた授業など様々な方法で

者 導になるかと思われます。いかに授業に関心 は思いますが、卒業後には社会で適応する ・昨今の求人では売り手市場と聞いておりま 指導を行ってもらいたいと思っています。

の を持って授業ができるかが重要な気がしま ような人材に指導していただきたいと思っ す。生徒が希望の職業に決まるよう、家庭、

ご す。各生徒の性格等も含め、先生方の情報共 ています。 ハローワークと連携しながらの進路指導をお ・学校評価（自己評価）を拝見するに、しっ

意 有をもとに頑張っていただきたいと思いま 願いします。 かりと計画を立てられているようですので、

見 す。 ・卒業式を見る限りですが生徒の皆さんは その実現に向けてさらなる努力をお願いした

・ しっかりと教育指導を受けられているよう ・今年度の進路結果は聞いておりませんが、 いと思います。

ご ・定時制課程と接点があるのは入学式と卒業 に思いますが、もっと若者らしく元気では 働き手の減少、企業の人手不足は明らかであ

感 式ぐらいで、実際の様子は拝見しておりませ つらつとした姿を見たいと思います。 り、より正確に実情を見極め幅広く、そして ・各学年での取組、それぞれとてもしっかり

想 んが、学校が取り組まれている計画が達成さ 深い情報を集めて、適切な指導をお願いした していると感じました。複数の教員による面

及 れ、より質の高い学習指導がなされることを ・「定時制の心得」を基に自己管理、自己責 いと思います。 談は利点が多いことも理解できました。保健

び 期待します。 任の意識改革を目指すことは分かり易く評 室利用の背景に生徒のストレスが関与してい

ご 価できる取組と考えます。生徒の生活態度 ・全員の就職内定、喜ばしく思います。仕事 るので、ストレスの内容を分析することも生

提 ・生徒の理解度や学力に差があることが伝わ や整容の乱れ等問題行為は何らかのストレ の意義を在学中に学び、一市民として仕事を 徒理解の一助になりそうと考えます。70周年

言 った。対策としての標準、基礎クラスによる スに対する防衛機制と思われます。 して生活できることは立派なことと伝えてく 式典への生徒の協力は外部的には微笑ましい

等 授業、さらにＴＴによる支援は大変役に立っ ださい。定時制がそのための準備期間にある 光景であり、よいと思いました。

ていると評価いたします。 ・卒業式での生徒の立派な姿を拝見し、指 ことを生徒にも意識して欲しいと思います。

導が行き届いていると感じました。 ・全員の保護者と面談することがとても大切

・３年でも卒業できる点をもっと生徒保護 ・全員就職内定に心よりお祝いを申し上げま で、大変と思いますが継続して欲しいと願い

者、中学校の各関係との連携を密にして意 す。 ます。すべてにおいて先生方のご努力に感謝

識改革に取り組んで欲しいです。年々減少 したいと思います。

している入学者の増員につながればと思い

ます。全日制、定時制も本高卒業生の自覚

から一考を要するのではないかと思います。

・できれば三年で卒業することが望ましい

と思います。

評 Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

価

《 ＡＢＣ評価 》Ａ：具体的な活動がなされ、目標を達成できた。

Ｂ：具体的な活動はなされているが、目標は達成できていない。

Ｃ：具体的な活動がなされておらず、目標も達成できていない。


